警官A：やつがどこにいるか、サーチライトを回せ！
警官B：一体何が起きてんだ？
警官C：誰かがミッドタウン博物館に侵入したらしい！
警官D：いたぞ！捕まえろ！
警官C：スパイダーマン！
警官B：その袋はなんだ！
警官B&C：うああっ！

"怪人ミステリオとマンハッタンの脅威"

ジェイムソン：みんな何処だ？ 今年最大の特ダネなのに 誰もおらんとは
　　　　　　　ミス・ブラント、どこへ行ってたんだ？
ベティ：出来るだけ早く着きましたジェイムソンさん
　　　　朝の6時だってわかってますか？
ジェイムソン：ワシは何時だって構わないよ、これをみろ！
              スパイダーマン ミッドタウン博物館で強盗か
              言った通りだ ヤツは詐欺師だ
              信じられませんわ？！
              ワシは信じとるぞ？ 目撃者がいた！
これでイタチごっこをしてるウェブヘッドは 詐欺にさらされるだろう！
ラジオ記者：ミッドタウン博物館で窃盗事件がありました
目撃者の取り調べで 窃盗犯はスパイダーマンと判明されました
ピーター：私が！？
ラジオ記者：数千ドル相当の貴重品が盗まれまれたということです
（電話）
ピーター：こんにちは、ベティー？早いね、何してるの？
ベティ：ジェイムソンさんが話をしたいって！彼はとても！アッ！
ジェイムソン：パーカー！キミは最高の新人カメラマンだ！
              ボヤっとするな！スパイダーマンは街中を自由奔放に走っとる！
              写真も忘れるな？ハァーン！
ピーター：私は…関わってない、ずっと部屋で…眠っていた！
ピーター：でなきゃ、私は…ジキルとハイドみたいな…多重人格…だろうか？
ピーター：それとも どこかの誰かが この私に変装しているとか？
          どうしても考えられない 犯行現場をチェックしよう
スパイディ：誰もいない…よし、チャンスだ！
            すぐ済ませるだけだ
            …おっと、クモ感覚だ、1人じゃなかったのか！
警官E：OK、スパイダーマン！戻ってくると思ったよ！
スパイディ：済ませる時間が延びた・・・
警官E：警察長がお呼びだ、本部まで来てもらう！
スパイディ：銃で脅されると話しづらいな！
警官E：なにぃ！？
スパイディ：ごめんね、後で話そう！
スパイディ：さっさと片付けて自由にならなきゃ

ミステリオ：それはスパイダーマンにも該当する！
（電話を掛ける→会社から電話がかかる→電話に出る社長）
社長：JJJならおるぞ 忙しいから誰も話したくない
ミステリオ：彼を追い払うのに忙しすぎてないかい？
社長：そうだが、誰だね？
ミステリオ：ミステリオと呼んでくれ…私はカネのために
            スパイダーマンを世界から永久に追い出す！
            もちろん、興味がないなら…
社長：誰も興味ないなんて言ってないだろ？！
      しかし、あー、費用はいくらかかるんだ？
      とんでもない数だ！
      いいだろう、手を打とう！
      忘れるな？スパイダーマンをやっつけるまで 1セントも協力せんぞ！
      ヤツが詐欺にさらされるまではな！
ミステリオ：これで終わりだ、スパイダーマン…フフフフフフ…

警察航空隊の警官：オーライ、スパイダーマン！ 降参しろ！
スパイディ：この場合、下に行ったほうが有利か…おっと、地上軍か？
（残念、どちらも警察）
スパイディ：上にも警察、下にも警察…包囲されてる どこにも行かれない…

警察航空隊の警官：お前は完全に包囲されている！
スパイディ：包囲？…、ナイスアイデア！
警官A：やつが下りてきた！捕まえろ！
警官B：降伏しろスパイダーマン、撃つぞ！
スパイディ：スパイディの承認印！
警官B:動かない！バールが絡んでる！
スパイディ：一流じゃないが、それが唯一のやり方だ
警官B：いたぞ！言った通りだ！
スパイディ：ああ、またか！…特別に盾を作ろう
警官A：降参しろ、スパイダーマン！
スパイディ：降参？上がれ？
警官B：発砲は終わりだ、追うぞ！
スパイディ：ここは育ち盛りの少年が来る場所じゃない！
　　　　　　行かなくちゃ・・・あれ？
          　しまった！
            抜けない…あ、そうだ！スイッチを上げよう！
警官A：見てられねえ！！‥‥まさか？死んじまった！？
警官B：心配ない、生きてるよ
警官A：警部は信じねえかも

ミステリオ：スパイダーマン 最高の救出劇！
            スパイダーマンは思ったよりタフだ
            別の作戦を考えよう…
            ジェイムソンが考えを改める前に
            何としてでもお金を手に入れなければ
            簡単な方法は1つしかない

ジェイムソン：何が起きてる！誰か割り込んだな？

ミステリオ：自分に知らないことでは脅威は下がらない。
ジェイムソン：誰だね？
ミステリオ：キミの友達のミステリオだ
ジェイムソン：ああ、キミか！ワシはてっきりヤツを捕まえてくれるのかと！
ミステリオ：やつは消えて当然だ... しかし先に、お金の取引について。
ジェイムソン：わかっている 捕まえてからな！
             できるだけ早く済ませろ、でなきゃ契約は取り消しだ！
ミステリオ：私には作戦がある 慎重に聞いてほしい


ピーター：やあベティー、変わったことは？
ベティー：それがね、今朝 頭痛で目が覚めて、救急箱を開けた時、
ベティー：瓶がぜんぶ落ちて、それを拾おうとした時…
ピーター：オーケーオーケー、聞いちゃいけなかったね。
ベティー：何か新しいことあった？
ピーター：ジェイムソンに会わなくては…急いで
ベティー：ごめんなさいねピーター ジェイムソンさんは取り込み中なの
ジェイムソン：ミス・ブラント、この第一面を印刷してこい！
　　　　　　　特集を宣伝しよう
        　　　ついに ワシが欲しい情報を手に入れた！
              覆面の正体だ！
ベティー：スパイダーマンへ 博物館窃盗事件の件だが 真実を知りたいか？
　　　　　明け方、ブルックリンの橋の上で会おう ミステリオより
          なんで、そんな無茶ことを…
ピーター：面白いじゃない、行くよ
          ああ、この電送写真機を信じて
＜朝の6時！＞
警官：もしスパイダーマンが悪戯にあえて挑戦するのなら、我々は待機する。

スパイディ：罠だってわかってる 慎重に行こう
警官E：まだ、何か見えるか？
警官B：何かが上に動いてるようだ、よくわからない！
スパイディ：クモの巣を使って上を目指そう 見られるけど チャンスがなくちゃ！
警官B：いたぞ！
警官E：こちら警察航空隊！なんとしてでも捕まえます！

スパイディ：オーライ、ミステリオ！私はここだ！どこにいるの？
            それどんなトリック？
ミステリオ：トリックではないよ、スパイダーマン！
　　　　　　俺はミステリオ、貴様をぶっ潰す！




Bパート


ミステリオ：スパイダーマン！君の腕に相応しい対戦相手だ
スパイダーマン：謙虚なふりはしてない 頼む！
                よく出来てるなぁ・・・
ミステリオ：自信過剰なバカだ！私の力は貴様よりも遥に上だ！
スパイダーマン：磁石式の空飛ぶシューズ！すげぇ！
ミステリオ：感心してる場合ですかな？
ジェイムソン：何があった？見落としか？
警官F：争いのようです、しかしまだ何も起きてません
ジェイムソン：いいだろう、ちょうど覆面が落ちる所を自分の目で確かめたかったんだ
スパイディ：試しに使ってみる？
ミステリオ：ちょっとした自慢話だろう？
スパイディ：そう？これを避けてみて！
＜ウェブを煙で消す＞
スパイディ：わからない、スモッグでウェブが消えるなんて！
ミステリオ：ちょっとした細かいトリックだ もう疲れたよスパイダーマン
スパイディ："かなり変だね"
ジェイムソン：いい加減にしろ、取引は終わった！
ミステリオ：さて、最後の仕上げと行こうか…
スパイディ：パーティーはまだ終わってない！
ミステリオ：俺のパワーに限りなどない！
スパイディ：それ、報道機関に伝えたら？
ミステリオ：私はいつでもキミから離れられる！
スパイディ：ああ！ダメだ！クモ感覚が正確に導かない！
ミステリオ：ハッハッハッ！ここにいるよスパイダーマン 俺を探しに来い！
ジェイムソン：あっ、落ちたぞ！
警官F:こちら警察航空隊！沿岸警備隊 直ちに向かえ！
スパイディ：取らぬ優勝の皮算用をするなミステリオ この試合は最初に過ぎない！
            ちょうど泳ぎに行こうと思ってたところなんだ 水の中に
ミステリオ：ジェイムソンからお金をもらおう 俺の勝ちだ


スパイディ：とりあえずは大丈夫だろう
            しかしそれには、ミステリオと出会う方法を見つけないといけないね！


ジェイムソン：OK パーカー お前はとても重要なスクープを逃した
              これはお前自身の問題だ
　　　　　　　いつもサボってばっかりで…
ピーター：まってください
ジェイムソン：待たない！スパイダーマンとミステリオの戦いが
              ブルックリンの橋の上で行われたのに なぜ一枚もないんだ！
ベティー：なにあれ！
ミステリオ：俺だ…スパイダーマンに勝った者だ！料金を収容しに来た！
社長：待ってくれ、ミステリオ！
ジェイムソン：やつはまだ捕まったわけではない！
ミステリオ：あの落ちじゃ 死んだも当然だ 契約は契約だからな
            俺の金をくれ、さあ！
ベティー：あいつら同一符号で生まれたのかも
ピーター：ああ、ドル符号だ
ジェイムソン：おっと、慌てるなよ！半分こしよう！
              これならやつは来ないと証明できるぞ？
ベティー：何てむごいことを言うんでしょう？
         まだ死んだってわけじゃないのに
ピーター：彼もそうだと思います、ベティー
          仮に生きてたとしても 俺は必ず 戻ってくるからな
ベティー：どうやったんですか？
ジェイムソン：誰も気にしないさ、ヤツがスパイダーマンを倒す限り！

テレビスタジオ

スパイディ：マントにつけた小型送信機から
　　　　　　ミステリオの大声が記録されてる
　　　　　　テレビスタジオからだ！
　　　　　　うーん 舞台裏か 見たかったんだよね

監督A：このぐらいでいいだろう！
監督A：君は今の業界の中で一番のスタントマンだ ジョー
ジョー：ええ、その通りです

スパイディ：トランジスターの電波が強くなってきた
            この部屋に入ったってことは間違いない！

ミステリオ：何も変装する必要はない
            スパイダーマンの遺体が見つかったら
　　　　　　すぐに請求書の残り半分をジェイムソンから集めて…
スパイディ：それは期待しない方がいいと思うよ？
ミステリオ：スパイダーマン！
スパイディ：まさかこの私を選ぶとはね
            試合場所と時間はもう決めた？
ミステリオ：デェーイ、貴様を必ずぶっ潰す！
            倒せるかな？
スパイディ：たとえ見えいても ハッキリじゃないでしょ
ミステリオ：チャンスはないぞ、スパイダーマン！
スパイディ：OK,ミステリオ
            君を倒す前に 認めて欲しいことがある
            私に変装して窃盗をしたのはあなたではありませんか？
ミステリオ：もちろん、俺様には能力コピーの才能があるのだ！
スパイディ：告白ありがとうミステリオ
            君の声をこのテープレコーダーに記録した
　　　　　　これで私が無実である事が証明されるだろう
ミステリオ：それを警察に伝えるなら 生きては返さんぞ！
            貴様は終わりだ、スパイダーマン！

ミステリオ：そのテープレコーダーを寄こすのだ！
スパイディ：ねだるな！
            さあ スカウトトレーニングの準備をしよう
ミステリオ：そのマスクでは 俺様のパワーには叶わんよ！
スパイディ：もう忘れてるかもしれないけど、
            君のパワーは人工的で、私のパワーは自然だ！
            さあ いくらでも掛かってこい！
            遅かろうが早かろうが、繋ごうよ！
ミステリオ：脱出できるかな？


ミステリオ：（Laugh：笑い）
ジェイムソン：（Laugh：笑い）
              二度とスパイダーマンが現れることはない！
　　　　　　　マンハッタンの脅威！
              やつは相応しい運命に出会ったからだ！
ベティー：少し急ぎすぎでは？ジェイムソンさん
          まだ生きてるかもしれませんよ？
ジェイムソン：恐ろしいことを考えるなぁミス・ブラント
              だが、それが正しくても ワシは疑う！
              スパイダーマンは人がいる目の前で負けたんだぞ？
              覆面は泥棒だと証明されたんだ！
              二度と覆面を子供たちのアイドルと一緒にするな！
ミステリオ：別のパワーの見本を探しているのか？
スパイダーマン：私の力を過小評価するな、クラウド・ヘッド！
　　　　　　　　ガスだ！でも、マスクが私を守ってくれる！
ミステリオ：この強力なケミカルスプレーからではないぞ！
スパイディ：ケミカル！？それじゃマスクが溶ける！
ミステリオ：そうだ、俺様のウェビー・フレンド！
            これでトドメだ！！

監督B：なんだ？
カメラ担当：ソニックブームかなぁ？
監督B：これは10番テイクだ！
　　　　　　地震があってもこれが最後だぞ！
            オッケイ、回せっ！

トランプ所有の男：あれはテロ集団のジンゴじゃないか！
ジンゴ：まあ その通りだ！あの小さな草原の鶏 アデレードはどこだ！
アデレード：ジンゴ！きてはダメよ！あなた、保安官に狙われてるのよ？
ジンゴ：知ったことか！
（バーン！（クラッシュ））
監督B：もうたくさんだ！ 何が起きてるか見て来なさい！
アデレード役の人：ああ！いや！メチャクチャ！！
監督B:脚本には無いぞ？
スパイディ：アドリブでいいんだよ、タモリ監督！

ミステリオ：ちゃんと弁償しろよ、スパイダーマン！ すぐにな！
スパイディ：それって頭金のことかな？

監督B:すごい！売れるぞ！ 続けて！

ミステリオ：俺は一流のスタントマンではない、世は事も無く！
スパイディ：目の前にいるそこのキミ？事実を教えてくれてありがとう！
ミステリオ：なぜ貴様は・・・

スパイディ：まさにキミの考えは古すぎる！
            もし警察が駆け付けた時、この小さな荷物は
　　　　　　親愛なる隣人スパイダーマンとして送り届けるよ

ジェイムソン：信じられん、そんな馬鹿な！
ベティー：ジェイムソンさん 大丈夫？ 具合でも悪いようですけど

ジェイムソン：頭痛がする… 今夜の予定は全てキャンセルだ！
             1人にさせてくれんか…
ベティー：かしこまりました
ジェイムソン：ミステリオが詐欺で、スパイダーマンは無実…
              ワシは信じんぞ！
スパイディ：信じたほうがいいよ？ ここに自供した完全版テープがあるから
            さあ キミが私のことでミステリオに何を言ったか、
　　　　　　事情を説明してほしい。
ジェイムソン：え？どんなの？
スパイディ：それは社会に対する脅威だ！
            それをこの紙に書いてくれる？
ジェイムソン：あー…今は無理だ！
              これから夜刊を仕上げるから！
スパイディ：いいよ？謝る気になったら知らせて？
ジェイムソン：おい！何をする！
スパイディ：心を変えないように気を付けてね？
ジェイムソン：ここから降ろしてくれ！なあ、頼む！
スパイディ：ウェブが自然に落ちるまでは…大丈夫だろう
            その間、他の考えが見つかるかもね
ジェイムソン：スパイダーマン、戻ってこい！
ジェイムソン：今の発言は全て撤回するから、助けてー！

END